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　今こそ情熱！！

　11 代目の議長のバトンを受け取

らせていただきました。「議会改革

の夜明け」と称し、議長経験者の

諸先輩の助言をいただきながら、

一人ひとりの個性を引き出し、16

名が一丸となって、市民の皆様の

負託に向い合えるよう、まとめ役

としての責務を全うします。

　「開かれた議会」を目指して――。

　どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

　副議長として樋田議長を補佐し、

皆様方のお力添えをいただきなが

ら、微力ながら最善の努力をいた

し、円滑な議会運営とさらなる活

性化に努めてまいります。市民に

寄り添い、市民の代表として適切

な政策を行い、自分の活動が市民

の生活によい影響を与えることに

やりがいを感じ、私は信念を曲げ

ずに前に進んでまいります。

　今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。樋 田　 都 議 長 竹 内 秀 明 副議長

議 長 に 樋 田 都 議 員 が 就 任

新任ALT（外国語指導助手）赴任あいさつにて

やわたはま
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2議会だより【令和５年１２月】

議  案  等  別  表  決  一  覧  表
令和５年８月臨時会（会期：令和５年８月２１日）

○：賛成、×：反対、－：退席、欠：欠席　　	

（※議長は採決に加わりません）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 　
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夫番　号 件　　　名（摘要） 審議結果

報告第16号
専決処分の報告について（令和５年度八幡浜市一般会計
補正予算（第４号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

議案第43号令和５年度八幡浜市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

副議長不信任 無記名投票
除
斥

無記名
投票

※ 無記名投票 原案可決

令和５年９月定例会（会期：令和５年９月５日～１０月１０日）

認 定 第 １ 号
令和４年度八幡浜市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の
認定について

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

○ ○ ○ ○ 認 定

認 定 第 ２ 号令和４年度八幡浜市下水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

認 定 第 ３ 号令和４年度八幡浜市水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

認 定 第 ４ 号令和４年度八幡浜市簡易水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

認 定 第 ５ 号令和４年度市立八幡浜総合病院事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

諮 問 第 ２ 号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
異議のない旨 
答 申

諮 問 第 ３ 号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
異議のない旨 
答 申

議案第44号
令和４年度市立八幡浜総合病院事業会計資本金の額の減
少について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第45号
八幡浜市奨学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第46号令和５年度八幡浜市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第47号
令和５年度八幡浜市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第48号
令和５年度八幡浜市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第49号令和５年度八幡浜市介護保険特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第50号令和５年度八幡浜市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第51号
令和５年度八幡浜市港湾整備事業特別会計補正予算

（第１号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

副議長不信任 無記名投票
除
斥

無記名
投票

無記名投票 原案可決

　
副
議
長
不
信
任
に
つ
い
て

　   

　
８
月
21
日
市
議
会
臨
時
会
、
９
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
副

議
長
不
信
任
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

 

　
提
出
者
の
説
明

　
過
去
に
議
長
が
交
代
し
、
副
議
長
の
み
が
交
代
し
な
い
例
が
あ
る

か
八
幡
浜
市
誌
を
調
べ
る
と
、
昭
和
10
年
に
八
幡
浜
市
が
誕
生
し
て

か
ら
86
年
も
の
間
、
議
長
と
副
議
長
は
全
て
同
時
期
に
交
代
し
て
お

り
、
今
回
88
年
目
に
し
て
副
議
長
の
み
が
交
代
し
な
い
の
は
異
例
の

事
態
で
あ
り
ま
す
。

　
八
幡
浜
市
議
会
に
は
議
会
で
定
め
た
委
員
会
条
例
が
あ
り
、
委
員

会
を
構
成
す
る
委
員
は
議
長
が
指
名
し
、
そ
の
任
期
は
２
年
で
す
。

つ
ま
り
、
地
方
自
治
法
で
定
め
て
い
る
議
長
任
期
の
４
年
よ
り
も
、

委
員
の
任
期
を
短
く
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
愛
媛
県
下
11
市
も
、
２
年
も
し
く
は
１
年
の
ど
ち
ら
か

で
あ
り
、
４
年
と
い
う
市
議
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
副
議
長
の
み
が
交
代
せ
ず
居
座
る
と
い
う

異
常
事
態
を
続
け
て
い
く
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
選
挙
を
行
い
、

投
票
に
よ
っ
て
民
主
的
に
新
副
議
長
を
選
ぶ
こ
と
を
切
に
望
み
、
こ

こ
に
副
議
長
不
信
任
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
賛
成
討
論

　
本
来
、
副
議
長
と
は
議
長
の
方
針
を
支
え
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
議
長
が
２
年
で
交
代
し
副
議
長
が
残
る

と
い
う
の
は
、
県
内
市
町
、
当
市
の
過
去
に
お
い
て
も
前
例
が
あ
り

ま
せ
ん
。
議
長
が
今
後
新
た
な
方
向
を
目
指
す
と
い
う
と
き
に
、
副

議
長
が
同
じ
部
屋
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
意
味
で
副
議
長
も
交
代
す
る
こ
と
を
求
め
、
不
信
任
案
に

賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
反
対
討
論

　
議
長
・
副
議
長
の
任
期
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
法
律
に
則
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

行
使
す
る
こ
と
に
な
ん
ら
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
副
議
長
に
落
ち
度
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
も
不
信
任
に
賛
成
は

い
た
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
落
ち
度
が
な
い
と
こ
ろ
で
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
反
対
と
い
た
し
ま
す
。

 

　
採
決
の
結
果

８
月
21
日
　
賛
成
９
票
・
反
対
５
票

９
月
25
日
　
賛
成
９
票
・
反
対
５
票

※
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



3 議会だより【令和５年１２月】

人が市政をただす！4
定例会では、４人の議員が一般質問に立ち、市長はじめ関係理事者の

考え方をただしました。

掲載は質問順で、質問及び理事者答弁は質問者本人が要約したものです。

なお、一般質問の詳細につきましては、会議録に掲載しています。

＊会議録は、市議会ホームページ上（https://www.city.yawatahama.ehime.jp/category/gikai）、　
　議会事務局、市立図書館、中央公民館でご覧になることができます。

質問者（質問順） 質　　問　　項　　目 ページ

攝 津 眞 澄 1.	 八幡浜市における「ふるさと納税」の現状と更なる拡大について ４

佐々木加代子
1.	 高齢者の交通安全対策について

2.	 １８歳までの医療費無償化について
５

菊 池 　 彰
1.	 熱中症対策について

2.	 地球温暖化を防止するための施策について
６

遠 藤 　 綾

1.	 自衛隊への個人情報提供について

2.	 集中豪雨による内水はん濫への対策について

3.	 魚のまち八幡浜市の復活をめざして

７

〜議会を傍聴しませんか？〜 ～インターネット配信について～

次の定例会は１２月に開かれます。　
傍聴席は、八幡浜庁舎７階に設
置しています。傍聴席入口には、
受付簿を置いてありますので、
氏名、住所等をご記入のうえ、
是非とも議会を傍聴してみてく
ださい。

インターネットで本会議（開会日、
一般質問）の録画中継を配信して
います。八幡浜市議会ホームペー
ジからご覧ください。
なお、録画中継の掲載
期間は１年間です。

こちらからアクセス→



4議会だより【令和５年１２月】

政策推進課長

　近年の寄附金額・件数の推移、また返礼品の種類

と今年度の人気トップ５をお尋ねする。

　平成 30 年度は寄附件数３万 9,033 件で、寄附金

額５億 1,092 万 2,000 円。令和元年度は６万 5,076

件で、７億 7,992 万 4,000 円。令和２年度は９万 9,871

件で、11 億 5,065 万 3,000 円。令和３年度は 12 万

7,566 件で、14 億 4,702 万 2,000 円。令和４年度は

16 万 9,732 件で、19 億 4,896 万 6,000 円となって

おり、寄附件数・寄附額とも順調に伸びている。 返

礼品には、温州ミカン・まどんな等の柑橘類、ジュー

ス・ゼリー・マーマレードなどの加工品、かまぼこ・

じゃこ天などの練り製品、魚介類、ちゃんぽん等があ

る。令和４年度の人気トップ５は、１位・まどんな、

２位・せとか、３位・温州ミカン、４位・甘平、５位

が不知火（デコポン）の順となっている。

　令和４年度の各分野別（６分野）寄附割合を伺う。

　市長におまかせが約 56％、教育が約 21％、産業

が約９％、医療が約８％、福祉が約６％、新型コロナ

ウイルス感染症対策が約１％の割合である。

　市として、ふるさと納税を利用し、少子化対策や

子育てにフォーカスした画期的な企画を打ち出すべき

と考えるが如何か。

　少子化等に伴う急激な人口減少が最重要課題と

なっており、人口減少対策を推進していくためには、

ふるさと納税を活用した人口減少対策の目的基金を設

置することも選択肢の一つとして考えている。

　市に対し、高校生によ

る返礼品開発に対する支援

を要望したいが如何か。

　令和２年度から複数事

業者が共同して八幡浜市内

の地域資源、観光資源を活用した商品の企画や開発を

行う事業者に対し、八幡浜市新商品開発等コラボチャ

レンジ支援事業補助金を交付している。引き続き、高

校生と市内事業者コラボでの新たな共同商品開発を支

援すると共に、ふるさと納税の返礼品としても登録い

ただきたい。

　毎年全国各地で大災害が多数起きており、缶詰は

災害時非常食としての役割もある。返礼品製造に加え、

八幡浜市民の災害対策も考え

た缶詰工場を今後の企業誘致

の一つとして希望するが、市

としての御意見を伺う。

　缶詰には様々な活用法があり、

農業、漁業の産地である八幡浜市に地域の特徴、特色

を生かせる缶詰工場ができれば、今まで以上に八幡浜

市の魅力を発信できる。また、市内での就業を希望す

る学生やＵターン者が増え、町のにぎわいや人口減少

の抑制への繋がりも期待できる。缶詰の製造には、農

水産物が相当量必要であり、現状の生産規模では加工

に回せる材料を十分に確保するのは難しい。

　ふるさと納税の指定制度について、総務省から今

年 10 月からの基準改定報道があった。その内容と制

度改定後の八幡浜市の対応について伺う。

　①寄附金の募集に要する費用の計上方法の改正。

現在、募集費用（ふるさと納税の募集に係る経費の

み）の総額は寄附金額の５割以下とされている。今後

は、ワンストップ特例申請に関する事務や寄附金受領

証の発行といった付随費用等、ふるさと納税に係る全

ての経費が対象となるため、返礼品の割合を寄附額の

30％から 24％程度に引き下げる必要がある。②地場

産品基準の改正。加工品のうち熟成肉と精米について

は、原材料が同じ都道府県内産であるものに限り認め

るという体制となるが、当市に該当する返礼品はない。

議員攝 津 眞 澄
八幡浜市におけるふるさと納税の
現状と更なる拡大について

ふるさと納税の寄附に繋がるよう、今後
もトップセールスやＳＮＳを活用しなが
ら八幡浜市の知名度自体も上げていく

ふるさと納税について

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答



5 議会だより【令和５年１２月】

市 長

　車の安全装置の充実などを背景に、交通事故発

生件数は、2022年にはピーク時の３分の１以下に

減少したが、高齢ドライバーによる事故の割合は

増加傾向にあり、死亡事故全体に占める高齢ドライ

バーの事故割合も増加している。八幡浜市における

運転免許保有者数と高齢ドライバーの免許保有者数

を伺う。

　愛媛県警察のＨＰによると、令和５年７月末

現在本市における運転免許保有者数は、２万107

人、そのうち65歳以上が6,925人（34.4％）、70

歳以上が4,836人（24.1％）、75歳以上が2,550人

（12.7％）となっている。

　運転免許自主返納者に対する本市の特典は、返

納時の１回限りで、5,000円分のタクシー・バス券

を交付するもので、平成29年以来一度も見直しが

行われていない。自主返納を促すためにも交通チ

ケットや市内で使えるお買

物券などの選択ができる特

典で、１年限りではなく複

数年の特典助成を要望した

いがどうか。

　自主返納に伴う特典として市が実施しているタ

クシー・バス券については、市の事業である乗合タ

クシーやにこにこ日土などでも使用できる。現在の

ところ見直す考えは無い。

　改正道路交通法の施行により、全ての自転車利

用者のヘルメット着用が本年４月から努力義務と

なった。2015年に県教育振興会が自転車通学の全

高校生に、ヘルメットを無償配布して以降、自転車

通学生のヘルメット着用が義務化されている。八幡

浜市においても、高齢の自転車利用者の方へ本市か

らヘルメットを贈呈してはどうか。

　現在のところ高齢の自転車利用者へのヘルメッ

トの贈呈もしくは購入費の助成等を行う予定は無い。 

　県内の20市町で18歳までの医療費無償化を

行っている、また行う予定を公表している市町の数

は16市町となり、西条市、宇和島市、松前町、八

幡浜市の４市町が未実施自治体となっている。18

歳までの医療費無償化や大胆でアッと驚くような子

育て支援、人口減少対策について今後どのように取

組んでいかれるかをお聞きしたい。

　医療費無償化や給食費の無償化、保育料の無償

化、おむつの無料など検討、実施されている施策が

ある。どれも子育て世代にとっては経済的負担を軽

減するものだが、それだけで明るく元気でたくまし

い子どもが育つかというと、十分ではないと思って

いる。時代に逆流するかもしれないが、地方ならで

はの大家族を再評価し、さらに地域の方が子育てに

関わることができるような環境づくり、これに取組

む必要があると考える。18歳までの医療費無償化

等に関しては、子育て世帯の経済的負担の軽減及び

地域間の格差是正を図るため、国が国民の理解を得

るとともに、人としての善悪を把握し、徳を積み重

ねるような教育、これもしっかりと施した上で全国

一律に、自治体に任せ

るのではなく、国の方

が実施するべきである

と考えており、今後も

引続き市長会等様々な

機会を通して強く要望

してまいりたい。

議員佐々木加代子
１８歳までの医療費無償化につい
ての考えは

全国一律に、自治体に任せるのでは
なく、国の方が実施するべきである
と考えている

18 歳までの医療費無償化につ
いて

高齢者の交通安全対策について

問

問

問

問

答

答

答

答
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議員菊 池　 彰
暑さ指数が高い場合の部活動は、休止す
ることも必要であると思うが考えを伺う

教育長

活動そのものを休止または軽減し、
必要に応じて保護者に連絡している

　本年７月、山形県米沢市の国道脇の歩道で、中

学校２年生の女子生徒が意識不明の状態で自転車の横

で発見され、その後死亡が確認された。恐らく熱中症

であったと思われる。当日は８時30分から10時前ま

で部活動に参加しており、顧問が約20分置きに水分

補給を指示し、暑くなることが予想されたため１時間

早く部活動を終わらせたとのことである。こういった

不幸な事案が発生したことを受けて、当市において中

学校の部活動の取り組みにどういった指示を出された

か伺う。

　国や県からの通知等を基に次の３点を指示した。

１．�部活動前に適切な水分補給を行い、必要に応じて

水分・塩分の補給ができる環境を整え、活動中や

終了後にも適宜補給を行うこと。

２．�熱中症疑いのある症状が見られた場合には早急に

水分・塩分の補給、体温の冷却、病院への搬送等

適切な処置を行うこと。

３．�活動の場所や種類にかかわらず暑さ指数（気温・

湿度・輻射熱の３つを取り入れた指標）に基づい

て活動を中止するなど判断を行うこと。

　　以上である。

　夏休み明けは体が暑さに慣れていない場合があ

り、熱中症のリスクが高まるとして、文部科学省では

全国の教育委員会などに対し対策を徹底するように通

知を出している。大阪府枚方市立枚方第二小学校では

例年９月下旬に行われていた運動会を、暑さが和らぐ

10月下旬に変更を行うとのこと。八幡浜市の月別の

平均気温は、本年５月は19.5度、昨年９月は22.9度、

10月は19.2度である。熱中症のリスク軽減を考慮する

と、運動会を５月もしくは10月開催に持っていくべ

きと思うが考えを伺う。

　５月に運動会を実施している小学校は、令和３

年度はコロナの関係もあり３校であったが、令和４年

度は８校、今年度は９校である。残り３校は９月に実

施するが、地域との繋がりや校舎改修等による理由で

ある。中学校４校は全て９月に実施している。中学校

では５月末から６月に地区総体があり、夏休み中に県

総体や吹奏楽コンクールがあり、５月実施は難しい

状況である。８月の校長研修会中学校部会で10月開

催も考えたいと検討課題に上がったが、10月下旬か

ら11月上旬にかけては文化祭、また２校は10月に修

学旅行の計画があり、10月への変更は５月実施と同

様、現段階では難しい状況である。

　地球温暖化防止、二酸化炭素削減等に向けて、

自動車産業では電動化が世界的なトレンドである。ガ

ソリン価格が高騰する中、環境への配慮のためにも、

公用車の車両更新時に電気自動車を前向きに検討する

べきと思うが考えを伺う。

　国は代替可能な電動車がない場合を除き、公用車

の新規導入・更新については、2022年度以降全て電

動車とするという方針を示している。

　まずはガソリン車の削減を念頭に置き、電気自動車

の走行性能や走行距離、充電の頻度、車両価格などの

経済性も考慮しながら判断していきたい。

　なお、今年度改定される第

４次八幡浜市地球温暖化対策

実行計画事務事業編におい

て、本市の公用車における電

動車の導入方針が決定される

ので、それらを踏まえて具体

的な方針を考えていきたい。

熱中症対策について

地球温暖化防止するための施策
について

問

問

問

答

答

答
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　自衛隊への個人情報の提供は、以前の閲覧方式

から、紙での提供に変わっている。いつから、何の情

報を提供したのか。また、対象者や提供先、提供時期

について伺う。

　令和元年度以降、当該年度に18歳になる市民に

ついて住所、氏名、生年月日、性別の４つの情報を提

供している。４月に自衛隊愛媛地方協力本部から申請

を受け、紙に印刷し、５月に手渡ししている。

　憲法で保障された市民のプライバシー権を守り、

自己情報をコントロールする権利を保障するため、自

衛隊への個人情報提供に関する市の考え方と、個人情

報の取扱い方などについて広く公表し、充分な時間を

おいて全てのお子さんに周知し、希望しない方には、除

外申請によって外すことを可能にすべきではないか。

　法令等で根拠に基づく提供であり、適正な事務

であると認識しているが、情報提供を望まない方への

配慮として、令和６年度から本人、親権者などが事前

に申請し名簿から外す方式、いわゆる「除外申請」を

導入する。募集対象者情報の提供に関する情報と合わ

せて市ホームページに掲載したい。

　市民の個人情報は、憲法13条で保障されたプ

ライバシー権等で保護されている。このように人権に

関わる場合、根拠となる法律で明確にその趣旨や内容

が読み取れることが必要だと考える。しかし、市が

法的根拠とする自衛隊法97条１項の「事務の一部」

や、同法施行令120条の「必要な報告又は資料の提

出」とは何を指すのか具体的には書かれていない。適

用範囲が国の命令等で決められるなら、万一の有事の

際に、どこまで広がるか分からない。そのような危険

性をはらんだ事案であることを認識し、個人情報の提

供は慎重に行われることを強く求めたい。

　今後、集中豪雨による水路の氾濫などの、内水

氾濫ハザードマップの作成が必要ではないか。

　令和３年の「水防法」改正により、令和７年度

までに「雨水出水浸水想定区域図」の作成がもとめ

られている。今後それをもとに、内水ハザードマッ

プを作成する予定だ。

　大雨で水路が破損した場合の予算はどうなって

いるか。また、繰り返し水が溢れる水路への対応に

ついて伺う。

　公の水路であれば、水路の場所によって、担当

課である建設課、下水道課、農林課、水産港湾課ご

とに修繕等の予算を確保している。どの課にご連絡

頂いても、市の中で調整し、迅速に対応する。

　繰り返し氾濫を起こす水路については、土砂の堆

積があれば清掃等で本来の機能維持に努める。排水

能力の不足など根本的対応が必要な水路は計画など

を各課で調整し、抜本的対策を図っていきたい。

　組合員が一番困っている担い手確保のための施

策や高騰する燃料代、エサ代等の補助が必要ではな

いか。

　漁業従事者の維持と確保が喫緊の課題である。

そのために八幡浜漁協をはじめ、関係者と連携して、

漁業者の所得の向上、担い手の確保、育成に努めた

い。水産業全体の支援をトータルに検討している。他

の自治体の事例も参考に制度を組み立てたい。

議員遠 藤　 綾
自衛隊への個人情報提供を望まない方
には「除外申請」を可能にすべきでは

市 長　　

令和６年度から導入する

自衛隊への情報提供について 内水氾濫への対応について

魚のまち八幡浜の復活を目指して

問 問

問

問

問

答

答

答

答

答

要請
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八幡浜市奨学資金貸付条例の一部を改正する条例の

制定について

　高校在学中に八幡浜市奨学金を受給した者が、

大学でも同様に奨学金を受給することはできるのか。

　西村奨学金と八幡浜市奨学金の重複受給はできる

のか。

　奨学金には、基本的に「給付型」と「貸与型」

の二種類がある。条文の「同種」には、返済義務

のない給付型奨学金も含まれており、今回の改正

では、これらの併用を想定しており、他の奨学金と

併せて八幡浜市奨学金を利用していただきたい。な

お、八幡浜市奨学金を高校・大学と継続して受給す

ることは可能だが、返済のことも考えて話をしてい

く必要がある。

　西村奨学金と八幡浜市奨学金の重複受給はでき

ない。

　今回の条例改正は、他の奨学金との併用を認め

るということで、本市の奨学金制度の再構築の第一

歩を踏み出されたと感じる。今後は利用状況を十分

注視し、場合によってはさらなる改善も必要ではな

いか。

　例えば、有利子の奨学金を受けている者が、無利

子の八幡浜市奨学金を借りられるよう収入基準の見

直しなどを検討していただきたい。

　今回の条例改正を第一歩として、また、今後の

利用状況を注視しながら、地域の高校生や大学生が

奨学金を借りやすいように、また返済してもらえる

ように、制度設計を考えていきたい。

　八幡浜市奨学金の収入基準について、収入金

額だけではなく複数の子供が大学生になる場合や、

通学や下宿の別なども考慮していただきたい。

地域型放課後児童見守り事業補助金について

　川上小学校区で実施される「放課後児童見守り

事業」について、事業費の内訳やスタッフの人数は

どうか。

　事業費の内訳は、人件費や教材費等の必要経

費、パソコンなどの初期投資の備品購入費となって

いる。

　また、スタッフは元教員が２名、元保育士が２名

の４名で、常時２名体制で行えるように準備をされ

ている。

　農繁期で忙しい地域の児童クラブでは、地域内

でスタッフを確保するのが難しいという声を聞く

が、スタッフ募集に関して他の地域への呼びかけは

されていないのか。

　他の地域への呼びかけまでは把握していない。

支援員の確保は、公設の児童クラブでも成り手不足

で大変苦慮している。市としても、そういった人員

確保も含め、いろんな支援をできる限りやっていき

たい。

ちゃんぽんカップ麺を活用した八幡浜ＰＲ事業につ

いて

　ただカップ麺を販売するだけでなく、販売員に

八幡浜の良さをそのカップ麺と一緒にＰＲしていた

だく。そして食べた方に八幡浜に来ていただいて八

幡浜を知っていただき、移住などの次につながる政

策を考える必要があるのではないか。

　八幡浜への関心が高まって、観光、移住やふる

さと納税など、何かしら八幡浜との関係人口が増え

ることが目標だと思っている。カップ麺の販売と一

緒にチラシを渡すことも考えている。八幡浜市はミ

カンや魚の他にもいろいろいいものがあり、移住を

考えている人にとっては、暖かく気候がいい、安全

であるといったことも

メリットである。これ

らのプラス要素を一つ

のチラシに集約して、

関心が高まるように努

力したい。

民生文教委員長報告

佐 々 木 加 代 子民生文教委員長

予算委員長報告

平 野 良 哉予 算 委 員 長

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

要望
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令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
や
今
後
の
市
政

運
営
に
、
委
員
よ
り
出
さ
れ
た
指
摘
や
意
見
・

要
望
等
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
今
年
度
よ
り
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

９
月
定
例
会
の
会
期
中
に
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
つ
い
て

　
寄
附
総
額
に
対
し
て
、
か
ん
き
つ
の
返

礼
品
は
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
不
良
品
に
対
す
る
苦
情
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
寄
附
額
が
こ
の
ま

ま
増
加
し
て
い
く
と
、
か
ん
き
つ
の
返
礼
品

の
確
保
が
難
し
く
な
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
西
宇
和

に
、
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
考
え
に
理
解
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
年
度
そ
う
い
っ

た
状
況
に
な
っ
た
と
き
に
、
Ｊ
Ａ
西
宇
和
か

ら
の
協
力
が
得
ら
れ
る
の
か
。

　
寄
附
総
額
約
19
億
５
０
０
０
万
円
の
う

ち
、
90
％
以
上
が
か
ん
き
つ
類
に
な
っ
て
い

る
。ま
た
、寄
附
件
数
は
約
17
万
件
で
あ
る
が
、

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
の
苦
情
は
約
２
０
０

件
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
か
ん
き
つ
の
返
礼

品
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
西
宇
和
の
特

産
セ
ン
タ
ー
「
甘
柑
日
和
」
へ
担
当
者
が
出

向
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
好
意
的
に

捉
え
て
い
た
だ
き
、
協
力
す
る
と
の
返
事
を

頂
い
て
い
る
。

保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
初
期
導
入
業
務
委

託
料
に
つ
い
て

　「
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
、

保
育
士
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

ど
う
い
っ
た
支
援
が
望
め
る
の
か
。

　
令
和
４
年
度
末
に
「
保
育
業
務
支
援
シ

ス
テ
ム
」
を
神
山
こ
ど
も
園
・
保
内
保
育
所

の
２
園
に
導
入
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

主
に
登
降
園
や
保
育
日
誌
・
出
席
簿
・
給
食

な
ど
の
管
理
の
ほ
か
に
保
育
料
の
試
算
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
今
ま
で
保
育
士
が
手
作
業

で
行
っ
て
い
た
業
務
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、

か
な
り
負
担
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

保
育
士
が
時
間
外
で
行
っ
て
い
る
保
育
日
誌

の
作
成
業
務
な
ど
を
園
で
完
結
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
保
育
士
の

意
識
改
革
も
行
い
な
が
ら
「
保
育
業
務
支
援

シ
ス
テ
ム
」
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

　
昨
今
、
子
ど
も
を
車
内
に
置
き
去
り
に

し
て
し
ま
っ
た
事
故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
悲
惨
な
事
故
へ
の
対
策
と
し
て
、

園
側
が
「
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
使
っ

て
自
動
的
に
子
ど
も
の
出
欠
状
況
を
管
理
す

る
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　「
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
登

園
時
に
保
護
者
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

機
に
か
ざ
す
と
登
園
時
刻
が
記
録
さ
れ
、
シ

ス
テ
ム
上
で
出
席
状
況
が
管
理
さ
れ
る
。
子

ど
も
が
登
園
し
て
い
な
い
場
合
や
、
欠
席
の

連
絡
が
な
い
場
合
に
は
、
９
時
半
を
過
ぎ
た

時
点
で
必
ず
保
護
者
に
連
絡
を
取
り
、
そ
の

日
そ
の
子
が
ど
こ
に
い
る
か
必
ず
把
握
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、
全
て

の
送
迎
バ
ス
に
「
置
き
去
り
防
止
装
置
」
を

設
置
済
み
で
あ
る
。

シ
ー
ロ
ー
ド
八
幡
浜
管
理
事
業
委
託
料
に
つ

い
て　

こ
の
施
設
は
、
令
和
４
年
度
は
４
月
～

12
月
の
９
か
月
間
で
48
万
４
０
０
０
円
の

収
入
し
か
な
い
中
で
、
委
託
料
だ
け
で
も

２
６
５
万
８
５
２
６
円
か
か
っ
て
い
る
。
令

和
５
年
１
月
か
ら
管
理
人
が
不
在
で
休
止
状

態
と
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
後
、
新
た
に

管
理
人
を
雇
え
た
と
し
て
も
そ
の
人
件
費
が

か
か
り
赤
字
額
は
増
加
し
て
い
く
。
こ
の
経

営
状
況
の
施
設
を
今
後
も
続
け
る
の
か
、
や

め
る
の
か
の
判
断
も
必
要
で
あ
る
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

　
今
は
、
一
時
休
止
し
て
い
る
が
、
シ
ー

ロ
ー
ド
八
幡
浜
は
釣
り
愛
好
者
か
ら
の
人
気

が
高
く
、
市
外
客
も
そ
れ
な
り
に
来
て
い
て
、

早
く
再
開
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
る
。

　
ま
た
、
浮
消
波
堤
の
改
修
費
用
の
財
源
と

し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
て

て
お
り
、
令
和
５
年
度
以
降
、
元
利
合
わ
せ

て
約
３
億
７
０
０
０
万
円
の
償
還
が
残
っ
て

い
る
。
仮
に
今
年
度
で
施
設
を
閉
鎖
す
れ
ば
、

起
債
の
繰
上
償
還
を
す
る
必
要
が
生
じ
、
こ

の
場
合
、
償
還
に
対
す
る
７
割
の
交
付
税
措

置
を
失
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
結
果
的
に
市

の
財
政
負
担
が
約
２
億
６
０
０
０
万
円
増
え

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
、
よ
り

効
率
的
な
管
理
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
６
年
３
月
議
会
に

お
い
て
、
関
連
予
算
や
管
理
条
例
の
改
正
案

を
提
案
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て

問

問問

問

答

答

答

答

決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
長

菊

池
　

彰
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中
小
企
業
振
興
資
金
対
策
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

業
況
悪
化
し
た
中
小
企
業
に
対
し
て
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
が
３
年
の
間
、
無
利
子
・
無

担
保
で
融
資
を
行
っ
て
き
た
が
、
業
績
の
回

復
が
見
込
め
ず
融
資
の
返
済
に
困
る
中
小
企

業
が
出
は
じ
め
て
い
る
。
加
え
て
、
物
価
高

の
影
響
に
よ
り 

ま
す
ま
す
業
績
回
復
が
困
難

と
な
り
、
四
国
内
や
愛
媛
県
内
で
も
中
小
企

業
の
倒
産
が
増
え
始
め
て
い
る
。
八
幡
浜
市

に
お
い
て
は
こ
う
し
た
影
響
が
少
し
遅
れ
て

波
及
す
る
が
、
早
急
に
何
か
手
を
打
つ
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
商
工
観
光
課
で
は
、
何
か
対
策
を
考
え
ら

れ
て
い
る
の
か
。

　
八
幡
浜
市
で
は
、
幸
い
倒
産
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
の
定
期
的
な
協
議
に
お
い
て
も
大
き
な

事
件
・
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
が
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と

は
、
肌
で
感
じ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
我
々
と
し
て
も
、
前
回
は
練
り

物
事
業
者
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
た
が
、
今

後
ど
ん
な
事
業
を
、
ど
こ
に
対
し
て
、
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
す
べ
き
か
、
常
に
考
え

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
現
在
、
国
で
も
経
済
対
策
を
考
え
て
い
る

よ
う
な
の
で
、
そ
の
情
報
も
漏
ら
す
こ
と
な

く
つ
か
み
、
早
い
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

自
主
文
化
事
業
運
営
委
託
料
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
は
４
つ
の
公
演
を
実
施
し

て
い
る
が
、
公
演
の
委
託
料
と
チ
ケ
ッ
ト
販

売
等
の
収
入
の
差
額
が
市
の
純
損
益
か
。

　
委
託
料
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
の

間
に
入
っ
て
い
る
業
者
に
支
払
っ
て
い

る
。
委
託
料
か
ら
事
業
収
入
を
差
し
引
き

し
た
額
が
市
の
純
損
失
で
あ
り
、
市
の
一

般
財
源
か
ら
支
出
し
て
い
る
。
昨
年
８
月

に
実
施
し
た
公
演
で
は
、
入
場
料
収
入
が

６
９
５
万
１
０
０
０
円
の
と
こ
ろ
、
委
託
料

は
１
６
３
９
万
３
３
０
０
円
を
支
払
っ
て
お

り
、
一
般
財
源
か
ら
約
９
４
０
万
円
を
支
出

し
て
い
る
。
そ
の
他
の
事
業
も
当
会
館
の
規

模
で
は
事
業
収
入
で
委
託
料
全
額
を
払
え
る

状
況
で
は
な
い
。

　
自
主
文
化
事
業
は
、
市
民
に
芸
術
鑑
賞

等
を
し
て
い
た
だ
く
社
会
教
育
的
な
側
面
と

興
行
的
な
側
面
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
か

な
り
の
赤
字
が
出
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今

後
、
ど
う
い
っ
た
芸
能
人
を
呼
ん
で
公
演
を

行
う
か
検
討
す
る
会
議
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
公
演
で
文
化
会
館
の
席
を
満
席
に
で
き

る
こ
と
は
ま・
・れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
令
和
５

年
度
に
実
施
し
た
自
主
文
化
事
業
で
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
が
あ
る
方
の
公
演
は
、
チ
ケ
ッ
ト

が
完
売
し
、
文
化
会
館
の
大
ホ
ー
ル
で
も
、

満
席
に
で
き
る
こ
と
は
証
明
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
は
、
予
算
や
宝

く
じ
の
助
成
等
も
考
慮

し
、
過
去
に
ど
う
い
う

傾
向
の
方
な
ら
人
が
集

ま
る
か
、
統
計
を
取
り

な
が
ら
、
ま
た
必
要
で

あ
れ
ば
運
営
審
議
会
等

を
踏
ま
え
て
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
多
く

の
市
民
に
喜
ば
れ
る
人

選
を
し
て
い
き
た
い
。

令
和
４
年
度
八
幡
浜
市
下
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
単
年
度
決
算
で
２
億
２
０
０
０
万
円
余

の
利
益
が
出
て
い
る
。
単
年
度
で
は
少
し
大

き
い
利
益
が
出
す
ぎ
で
あ
る
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

　
令
和
４
年
度
決
算
で
は
、
利
益
が

約
２
億
２
０
０
０
万
円
出
て
い
る
が
、
こ

の
収
益
的
収
支
で
出
た
利
益
は
、
資
本

的
収
支
の
補
填
財
源
と
し
て
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
資
金
残
高
と
し
て
は

１
億
６
１
５
万
４
１
９
７
円
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
金
額
に
は
、
令
和
５
年
３
月
議
会
に
お

い
て
、
今
後
の
中
長
期
的
な
経
営
の
安
定
化

を
図
る
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金

１
億
円
が
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば

６
０
０
万
円
程
度
の
資
金
し
か
な
い
と
い
う

状
況
で
あ
る
。
下
水
道
事
業
会
計
の
経
営
と

し
て
は
実
際
に
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。

　
法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
管
の
延
長

の
割
合
が
、
昨
年
か
ら
０
．
５
４
ポ
イ
ン
ト

上
が
っ
て
い
る
が
、
現
在
一
番
古
い
管
は
ど

れ
ぐ
ら
い
経
過
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
管

の
更
新
に
つ
い
て
は
年
間
何
メ
ー
ト
ル
実
施

し
て
い
く
の
か
。

　
八
幡
浜
市
内
の
下
水
道
管
で
一
番
古
い

管
渠
は
、
昭
和
26
年
に
設
置
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
南
海
地
震
で
地
盤
が
沈
下
し
、

浸
水
対
策
の
関
係
で
入
れ
た
管
を
現
在
も
使

用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
管
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
第
１
期
工
事
で

市
内
中
心
部
を
調
査
し
、
管
の
更
新
を
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
の
予
定
は
、
経
営

戦
略
の
目
標
値
で
示
し
て
い
る
が
、
年
間

１
０
０
メ
ー
ト
ル
程
度
を
更
新
し
て
い
く
計

画
で
考
え
て
い
る
。

問

問

問

問

問

答

答答

答

答

総
務
産
業
委
員
長
報
告

総

務

産

業

委

員

長

井

上
　

剛
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令
和
４
年
度
八
幡
浜
市
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　
愛
宕
第
４
配
水
池
の
場
所
は
、
蛇
紋
岩

と
い
う
非
常
に
軟
弱
な
岩
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
配
水
池
の
場
所
と
し
て
適
切
な

の
か
。

　
愛
宕
第
４
配
水
池
の
場
所
の
地
質
的
に

不
安
定
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
カ
ー
を

斜
面
に
30
本
以
上
打
つ
工
法
で
安
定
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
愛
宕
第
４
配

水
池
の
山
の
反
対
側
に
愛
宕
山
団
地
へ
続
く

市
道
が
あ
る
が
、
地
質
的
に
は
同
じ
で
あ
り
、

過
去
に
ア
ン
カ
ー
を
打
っ
て
現
在
も
安
定
し

て
い
る
た
め
、
今
回
も
同
じ
工
法
を
選
定
し

て
い
る
。

　
配
水
池
の
タ
ン
ク
は
、
リ
ス
ク
を
避
け

る
た
め
、
１
基
で
は
な
く
２
基
あ
っ
た
ほ
う

が
よ
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
配
水
池
と
し
て
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

１
５
０
０
ト
ン
の
タ
ン
ク
を
置
く
予
定
で
あ

る
が
、
そ
の
真
ん
中
に
は
仕
切
り
が
あ
り
、

何
か
不
具
合
が
あ
っ
た
と
き
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
際
は
、
片
方
を
止
め
て
、
片
方
だ
け
で

運
転
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
リ
ス
ク
は
回
避
で
き
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
度
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
入
院
・
外
来
の
患
者
数
の
減
少
は
、
直

接
ま
た
は
間
接
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
あ
る
と
思
う
。

　
将
来
的
に
、
軽
症
で
済
ん
だ
り
、
流
行
が

収
ま
る
な
ど
し
た
場
合
、
経
営
的
に
は
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
る
と
考
え
る
か
。

　
４
月
は
入
院
・
外
来
と
も
に
、
か
な
り

患
者
数
が
減
少
し
、
収
益
も
下
が
っ
た
が
、

５
類
移
行
後
の
５
月
、
６
月
ぐ
ら
い
か
ら
は
、

昨
年
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
現

在
の
と
こ
ろ
、コ
ロ
ナ
以
前
の
状
況
に
は
戻
っ

て
い
な
い
。
患
者
数
の
減
少
は
、
人
口
減
少

の
影
響
も
あ
り
、
今
後
の
大
幅
な
回
復
は
見

込
め
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
も
、
今
後
、
診
療
報
酬

が
上
が
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
当
面
は
若

干
の
黒
字
経
営
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
診
療
単
価
が
上
が
っ
て
い
る
理
由
は
な

に
か
。

　
入
院
の
診
療
単
価
は
、
診
療
報
酬
加
算

が
高
い
コ
ロ
ナ
の
入
院
患
者
数
が
増
え
た
こ

と
に
よ
り
上
が
っ
て
い
る
。
外
来
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
受
診
控
え

に
よ
り
軽
症
患
者
が
減
り
、
本
来
、
総
合
病

院
で
受
診
す
べ
き
重
症
患
者
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
診
療
単
価
が
上
が
っ
て
い
る

と
分
析
し
て
い
る
。

　
看
護
師
不
足
の
た
め
、
全
て
の
病
床
が

使
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
看
護
師

が
増
え
れ
ば
、
病
床
使
用
率
も
上
が
り
、
収

益
に
も
い
い
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
現
在
、
病
床
２
１
４
床
に
対
し
て
22
人

程
度
、
２
５
６
床
に
す
る
と
40
人
程
度
、
看

護
師
が
不
足
す
る
た
め
、
現
時
点
で
は
使
用

率
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
看
護
師
の
確
保
が
前
提
と
な
る
が
、
今
後
、

42
床
の
空
床
に
つ
い
て
、
慢
性
期
医
療
や
地

域
包
括
ケ
ア
等
の
選
択
肢
を
含
め
、
活
用
方

法
を
検
討
し
た
い
。

委
員
会
の
構
成

　
去
る
、
８
月
21
日
市
議
会
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
３
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
及

び
議
会
運
営
委
員
会
の
選
任
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

予
算
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

総
務
産
業
委
員
会

西

山

一

規

山

本

儀

夫

井

上
　
　

剛

田

中

繁

則

佐
々
木
加
代
子

竹

内

秀

明

上

田

浩

志

平

野

良

哉

攝

津

眞

澄

正
副
委
員
長
を
除

く
全
議
員

佐
々
木
加
代
子

田

中

繁

則

攝

津

眞

澄

遠

藤
　
　

綾

西

山

一

規

竹

内

秀

明

新

宮

康

史

宮

本

明

裕

井

上
　
　

剛

平

野

良

哉

菊

池
　
　

彰

平

家

恭

治

石

崎

久

次

樋

田
　
　

都

上

田

浩

志

山

本

儀

夫

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃〃

委
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長

副
委
員
長

委

員

委

員

長

副
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長

委

員

〃〃〃〃〃

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃〃〃

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

民
生
文
教
委
員
長
報
告

民
生
文
教
委
員
長

佐
々
木
加
代
子



　
編 

集 

後 

記

　
８
月
21
日
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

新
議
長
に
樋
田
都
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
竹
内
秀
明
副
議
長
は
辞
表
を
提
出
し

な
か
っ
た
為
、「
慣
例
任
期
に
従
わ
な
い
」

と
副
議
長
辞
職
を
求
め
る
副
議
長
不
信

任
決
議
案
が
、
８
月
21
日
市
議
会
臨
時

会
に
加
え
９
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
去
に
お
い
て
、
正
副
議
長
は
不
離

一
体
の
も
の
で
あ
り
、
議
長
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
副
議
長
も
辞
任
の
届
を
提

出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
、
議
員
の
多

く
が
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
市
民
主
導
の
秋
祭
り
が
10
月

18
日
・
19
日
市
内
各
所
で
行
わ
れ
、
牛

鬼
の
竹
笛
が
鳴
り
響
き
、
神
輿
、
四
ツ

太
鼓
、
唐
獅
子
、
五
ツ
鹿
踊
り
が
繰
り

出
さ
れ
、
市
民
有
志
に
よ
る
「
て
や
て

や
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
は
17
も

の
団
体
が
参
加
し
、
市
内
は
華
や
か
な

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　「
秋
祭
り
」
は
永
久
・
永
遠
の
伝
統
文

化
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
が
参
加
し
、

楽
し
い
明
る
い
街
づ
く
り
に
は
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
八
幡
浜
市
の
伝
統
文
化

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

宮
本
　
明
裕
　

  

《
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
》
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史
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秀

明

委

員

長

副
委
員
長

委

員
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18
歳
ま
で
の

　
　
子
ど
も
医
療
費
無
償
化

　
　   
　
　
が
実
現
し
ま
す
！
　

　
９
月
22
日
、
八
幡
浜
市
議
会
は
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
医
療
費
無
償
化
の
実
現
を
求
め
る
要
請
書
を
市
長

へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
去
る
10
月
10
日
、
９
月
定
例
会
最
終
日
、

市
長
は
閉
会
の
あ
い
さ
つ
に
お
い
て
、「
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
８
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
市
長
を
か
こ
む
会
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
方
々

か
ら
多
く
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
た
。（
中

略
）
地
方
自
治
体
が
医
療
費
を
負
担
し
て
子
育
て
支

援
を
行
う
際
、
小
学
生
以
上
に
つ
い
て
は
国
や
県

か
ら
財
政
支
援
が
な
い
現
状
で
あ
る
。」
と
し
つ
つ

も
「
地
方
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
少
子
化
が
予
想
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進

行
し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価

高
騰
の
影
響
に
よ
る
市
民
の
不
安
感
が
増
す
中
、
安

心
し
て
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
本
市
に
お
い
て
も
来
年
４
月
か
ら
の
開
始
に
向

け
た
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
取
り
組
み
を
進

め
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
一
部
抜
粋
）

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
に
係
る

無
償
化
の
迅
速
な
実
現
に
つ
い
て

　（
前
略
）

　
要
請
の
要
旨
は
、「
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
に

係
る
無
償
化
の
迅
速
な
実
現
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
は
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」「
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
」「
産
業
振
興
の
取
り
組
み
」
を

軸
と
し
た
施
策
を
推
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
の
関
係
を
構
築
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
当
市
議
会
と
し
て
も
意
を
共
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ど
れ
か
一
つ
で
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
せ
ば
、

歪
な
市
政
運
営
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
考
え

る
た
め
、
当
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
市
政
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
、「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」、

住
民
が
住
み
た
い
と
思
え
る
街
に
な
る
よ
う
に
、
頭

書
で
述
べ
た
要
旨
の
と
お
り
、
要
請
い
た
し
ま
す
。

　（
中
略
）

　「
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
」
は
、
全

国
多
く
の
自
治
体
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
愛
媛

県
内
だ
け
を
見
て
も
、
20
市
町
の
う
ち
、
当
市
を
含

む
３
市
以
外
が
導
入
済
み
又
は
来
年
度
ま
で
に
導
入

予
定
で
あ
る
、
と
い
う
現
状
で
す
。
当
市
は
、
後
れ

を
取
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
こ
の
案
件
は
、
同
僚
議
員
が
先
の
一
般
質
問
の
み

な
ら
ず
、
昨
年
の
６
月
や
９
月
の
市
議
会
定
例
会
に

お
け
る
一
般
質
問
等
の
場
に
お
い
て
、
断
続
的
に
理

事
者
に
質
し
て
お
り
ま
す
。
同
年
９
月
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
副
市
長
は
、
近
隣
自
治
体
の
情
勢
以
外

の
点
に
触
れ
つ
つ
も
、
近
隣
市
が
実
施
す
れ
ば
、
当

然
、
当
市
も
実
施
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を

答
弁
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
長
は
、
全
国
市

長
会
か
ら
国
に
対
す
る
重
点
提
言
の
一
つ
と
し
て
全

国
一
律
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
を
要

請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
全
国
の
自
治
体
か
ら

の
切
な
る
要
請
と
し
て
粘
り
強
く
声
を
上
げ
続
け
る

こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
、
市
と
し
て
の
前
向
き
な
考
え
を
頂
戴
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

　（
中
略
）

　
当
然
、
施
策
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
財
政
面
で

の
検
討
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
状
、
小
学
生
以
上

の
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
よ
る
財

政
支
援
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
市
で
は
、
小
中

学
生
の
無
償
化
に
係
る
経
費
は
、「
市
の
持
ち
出
し
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
市
議
会
と
し
て
も
、
財
政
が

厳
し
さ
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
点
は
理
解
し
て
い

ま
す
。
無
償
化
の
対
象
を
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
拡

充
さ
せ
る
と
な
れ
ば
、
更
な
る
「
持
ち
出
し
」
が
必

要
に
な
り
、
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
あ
る
点
も

理
解
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
市
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
が
お
陰
様
で
県
下
１
位
を
取
り
続
け
る
な
ど
好

調
を
維
持
し
て
い
た
り
、
今
議
会
で
も
議
案
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
事

業
会
計
資
本
金
を
減
少
し
、
そ
の
現
金
を
一
般
会
計

に
納
付
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
財
源
を
全
く
捻
出
で

き
な
い
状
況
で
は
な
い
、
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　（
中
略
）

　
当
市
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、「
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
」、
住
民
が
住
み
た
い
と
思
え
る
街
に
す
る

た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
最
重
要
課
題
で
あ
る

少
子
化
対
策
を
更
に
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
、「
百
年
河

清
を
俟
つ
」
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
い
う
点
に
お

い
て
、
当
市
議
会
は
総
意
を
得
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ひ
い
て
は
市
民
の
声
で
す
。
市
長
に
お

か
れ
て
は
、
こ
の
点
を
重
く
受
け
止
め
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
先
述
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
関
係
を
更
に

強
化
す
る
た
め
に
、
当
市
に
お
い
て
も
「
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
」
を
迅
速
か
つ
適
切
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
９
月
22
日

　
愛
媛
県
八
幡
浜
市
議
会

　

要請書を提出する
樋田議長と竹内副議長

要 

請 

書
　


